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北
敵
争
終
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後
、
一
八
七

0
年
代
夕
刊
μ
て
開
始
さ
れ
た
十
九
世
紀
後
ヰ
の
7
メ
リ
カ
に
ゐ
け
る
樹
占
の
形
成
位
、
ま
ず
鍛
謹
裁
に

は
じ
ま
り
、
潮
吹
そ
の
主
斡
か
工
制
裁
に
お
上
ぼ
し
、
金
融
資
木
段
階
へ
の
移
行
を
完
了
し
た
島
一
己
の
過
程
を
「
癒

今
世
紀
初
頭
、

着
L

の
形
成
止
い
弓
観
鮪
か
ら
考
察
す
る
と
み
色
、
周
知
の
如
〈
、
必
債
引
受
業
者
と
し
て
撞
到
し
き
た
っ
た
図
際
金
職
業
者
を
中
心
と

す
る
投
資
金
融
業
脅
が
、
雪
印
鋒
の
護
行
、
引
受
業
務
を
も
っ
て
、
漸
次
、
産
業
に
射
す
る
後
一
E
擦
を
強
化
し
、
基
礎
過
稗
た
る
農
業
に

舗
道
設
に
お
付
る
狗
占
形
成
ー
と
投
資
金
融
付
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睡
遣
業
に
お
け
る
澗
占
形
成
と
技
資
金
融
付

第
七
十
一
一
一
巻

巴T

静

t虎

R耳
i¥. 

治
げ
る
獅
占
形
成
骨
将
導
し
つ
つ
、
同
ら
を
単
な
る
銀
行
資
本
か
ら
、
金
融
安
本
へ
と
質
的
に
特
化
せ
し
め
る
一
過
程

1
モ
ル
ガ
γ
型

過
程
、
及
び
裳
礎
農
業
D

一
部
門
に
お
け
る
澗
占
の
形
成
か
ら
同
議
し
、
そ
こ
て
猿
b
れ
た
定
大
た
利
潤
を
ば
関
連
産
業
部
門
に
投
下

し
、
遂
に
は
一
般
的
主
投
資
の
チ
ナ
ネ
ル
と
し
て
の
銀
行
に
ま
て
、
そ
の
支
配
の
相
別
手
を
の
ば
す
己
と
に
よ
づ
て
、
こ
れ
と
癒
着
し
、

産
業
資
本
と
し
て
の
限
界
性
を
ば
止
揚
す
る
に
至
る
一
週
粍
H
H
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
塑
過
程
|
|
以
上
白
二
泊
棋
聖
、
主
要
遁
程
と
し
て
総

出
ず
る
こ
と
が
て
き
る

本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
鍛
遣
業
に
h
z

け
る
樹
占
形
成
過
程
の
中
て
、
前
者
の
一
過
程
を
具
般
的
に
把
慢
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
、
さ
し

あ
た
り
、
考
察
の
力
黙
を
、
鍛
)
喝
の
建
設
、
合
同
H
H
猫
占
白
形
成
と
投
資
金
融
と
の
連
盟
一
の
泊
求
に
h
d
h
v

た
。
卵
性
っ
て
、
本
稿
は
前
者

の
一
一
過
程
の
全
面
的
な
把
握
の
た
め
の
一
準
備
的
考
祭
に
す
ぎ
な
い
“

鋭
遣
の
建
設
合
同
日
H
濁
占
の
形
成

十
九
世
杷
後
半
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
餓
遣
業
の
A
日
間
U
H
濁
占
の
形
成
は
、
一
八
七
九
年
∞
宮
内
】
凸
P
E
O
ロ
ベ
自
民
の
形
成
を
出
銭

黙
と
す
る
工
業
の
瀦
占
形
成
運
動
に
さ
空
だ
ち
、
早
〈
屯
透
明
腕
純
白
合
同
期
(
一
八
王
0
1六
O
年
一
)
に
は
じ
ま
り
、
幹
線
形
成
期
ハ
一

八
六
O
l
λ
0年
代
)
を
経
て
、
大
系
統
形
成
期
ハ
一
八
八
0
年
代
l
今
陀
紀
初
ぬ
)
に
完
成
さ
れ
た
姿
態
を
と
り
、
銀
行
資
本
と
の
癒
着

を
完
成
し
た
。
以
上
の
合
同
H
H
獅
占
形
成
過
程
を
主
導
す
る
基
礎
過
程
と
た
っ
た
も
の
は
、
運
河
合
耽
の
反
割
と
闘
い
た
が

b
進
捗
し

た=一

0
年
代
以
降
の
餓
道
建
設
、
わ
け
て
も
南
北
戟
争
後
、
外
資
の
導
入
と
政
府
援
助
の
下
に
四
漸
謹
動
と
結
び
づ
い
て
準
展
し
た
熱

狂
的
友
銭
道
建
設
と
、
モ
白
矛
盾
の
展
開
遁
程
て
あ
る
。
以
下
、
本
章
て
は
、
後
論
心
理
併
の
た
め
の
概
括
的
表
品
訟
を
得
て
沿
く
た
め
、

己
白
基
礎
過
程
と
釘
臆
す
る
合
同
l
務
占
形
成
の
各
期
に
お
け
る
、
主
要
特
徴
が
、
投
資
金
融
機
構
と
の
癌
川
県
土
一
際
捨
象
し
た
形
て
慨



観
古
れ
、
而
し
て
、
鍛
道
心
建
設
、
合
同
そ
の
も
の
が
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
白
後
展
過
程
心
中
て
も
つ
意
義
が
簡
単
に
要
約
さ
れ
る
。
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蓮
績
線
む
合
同
期

調
立
戟
宰
後
、
十
九
世
杷
末
潤
占
資
本
の
制
覇
確
立
に
主
る
ま
ゼ
白
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
護
展
が
、
西
漸
運
動
白
進
展
と
桐
臆
じ

る
も
の
で
あ
ヲ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
乙
の
閲
漸
逗
動
白
進
展
の
た
め
心
不
可
歓
心
僚
件
と
し
て
臼
交
通
、
運
総
白
塗
展

は
、
既
に
南
北
戦
争
ま
ぜ
に
、
西
漸
運
動
の
展
開
に
伴
い
、
例
税
選
時
代
〔
ベ
同
区
切
骨

E
邑

]
V
2
5
3
i
一
七
九

O

一
八
一
一
五
年

ω

運
河
及
び
河
川
時
代
ハ

F
員

P
E
P
E
]
吋

g
a
u
l
-
八
O
七
|
一
八
王

O
年
、
同
開
銭
遁
時
代

9
2
Z
4
3
R
3
1
一
八
五

O
年
以

降
、
の
三
期
を
経
て
進
行
し
た
。
木
杭
の
考
察
の
出
裂
黙
は
と

ω銭
道
時
代
て
あ
る
n

右
も
、

7
メ
り
月
に
お
け
る
鋪
道
白
建
設
は
、

鍛
議
時
代
に
先
行
す
る
一
一
十
年
聞
の
歴
史
を
有
す
る
。

モ
白
建
設
は
、
イ
ギ

y
ス
に
遅
れ
る
こ
と
五
年
、

一
八
三
八
年
に
創
設
さ
れ
、

三
O
年
に
蓮
職
全
開
始
し
た
出
釦
]
C
E
2
?。一
rs
問
白
銭
遣
に
始
ま
る
。
乙
の
銭
道
白
延
長
マ
イ
ル
は
僅
か
十
一
マ
イ
ル
に
す
ぎ
ず
、

じ
か
も
最
初
の
年
は
風
力
ま
た
は
馬
力
を
使
用
し
た
と
い
わ
れ
弘
。
そ
の
後
銭
遣
の
建
設
は
官
時
の
代
表
的
交
通
機
関
た
る
運
河
合
枇

の
反
封
と
闘
い
な
が

b
、
国
E
E
F
]
U
E
包。]ち
5
2
0喝
可
。
叶
F
出品
]
Z
E
C
H
O
等
の
東
部
に
お
い
て
進
捗
し
、

一
八
四

O
年
に
は
-
一
、

八
一
八
延
長
マ
イ
ル

K
達
し
た
が
、
績
く
十
年
間
に

Z04司
開
ロ
包

m
E
及
び
、
中
部
諸
州
に
お
け
る
建
設
が
進
行
し
た
結
果
、
五

O
年

に
は
九

O
二
一
延
長
マ
イ
ル
に
及
ん
だ
。

し
か
し
一
八
二
一

0
1五
O
年
の
二

0
年
間
に
ゐ
け
る
鎖
道
建
設
は
、
い
わ
ば
鎖
道
建
設
の
試

験
時
代
て
あ
り
、
銭
道
投
資
は
「
危
険
心
多
い
投
資
」
と
し
て
、
安
本
調
達
の
困
難
に
悩
ま
ね
ば
友
b
左
か
っ
た
ば
か
り
ぜ
た
く
、
運

河
合
祉
の
反
割
に

Z
ワ
て
、
そ
り
念
速
な
る
進
展
を
阻
ま
れ
て
い
た
。
縫
っ
て
、
運
河
資
本
の
反
封
が
、
己
の
日
進
月
歩
し
つ
つ
あ
フ

た
新
護
明
白
前
に
消
失
し
、
州
及
び
政
府
白
財
政
援
助
と
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
導
入
が
銭
遺
資
本
の
蓄
積
を
補
強
す
る
五

0
年
代
以
降

に
治
い
て
こ
そ
、
モ

ω建
設
は
謹
め
て
大
規
模
か
ワ
念
認
と
在
り
得
た
の
で
あ
る
@
か
く
亡
六

O
年
に
は
一
隆
一
二

O
、
六
二
六
延
長
T

舗
道
業
に
布
け
る
潤
占
形
成
〉
」
投
資
金
融
付

努
七
十
三
を

五

第

五車

問

プL



鍛
盛
山
昨
に
お
け
る
鍋
占
形
成
主
設
資
金
融
付

第
七
十
三
位

~ ノ、

第

盟主

五
0 

イ
ル
に
遣
し
、
銭
話
相
は
中
部
及
び
南
部
の
大
西
洋
岸
、
及
び
と
-o田
町
。
弓
山
地
と
冨
円
吉
富
町
宮
河
と
り
間
白
地
方
に
撲
が
っ
た
Q

と
こ
ろ
で
こ
り
時
代
の
餓
道
は
、
部
分
建
設
〔
3
2
5
5巳

ZH話
国
間
)
の
方
式
に
よ

p
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
長
一
初
か

b
一
貫
恥
品
阻
む

計
置
の
下
に
、
盟
系
的
民
建
設
さ
れ
た
も
心
は
少
か
づ
た
。
査
し
、
荷
動
が
地
方
的
な
範
圏
に
広
ま
る
聞
は
、
餓
道
路
線
も
短
く
、
か

っ
一
貫
輸
送
の
た
め
の
銭
遺
聞
の
連
絡
を
必
ず
し
も
必
要
ょ
し
た
か
っ
た
か

b
ぜ
あ
る
。
事
賞
五

O
年
に
至
る
ま
で
、
い
ず
れ
の
一
線
も

主

0
0
マ
イ
ル
に
蓮
ナ
る
も
の
は
去
か
っ
た
u

従
っ
て
、
か
か
る
建
設
心
欣
態
を
反
映
し
、
産
業
資
本
の
た
め
D
市
場
冊
明
大
の
要
求
と

結
び
つ
く
鍛
道
心
合
同
は
、
ま
ず
事
業
の
妓
率
を
高
め
、
一
貫
臓
詮
心
笠
を
あ
げ
る
た
め
、
連
績
し
て
い
る
が
、
連
絡
し
て
は
い
た
い

諸
紋
の
統
一
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
、
現
わ
れ
ざ
る
を
得
な
か
う
た
む
て
あ
whQ

即
ち
鎖
道
合
同
は
連
絡
線
心
形
成
に
お
い
て
、
そ
り

己
の
期
の
最
も
注
目
す
べ
き
き
合
同
は
、
次
の
如
く
ぜ
あ
る
。

ス
グ

l
ト
士
切
っ
た
白
で
あ
っ
た
。

付
一
八
五
三
年
回
白
色
。
か

b
目
白
骨

S
河
に
至
る
十
短
紘
が
合
同
し
、

zo毛
吋
白
押
の
宮
町
乙
鎖
遣
を
形
成
し
た
。
伸
一
八
五
四

年

J
E砕
き
〔
同
居
員
〕
可

]E品
と
〈
日
日
開

2
E
C
H
E
Z
H
]告
品
が
合
同
し
て

沼
南
号
。
百
(
〕
百
可
戸
]
鈎
道
を
形
成
し
、
こ
れ
に
上
ワ
て
、

出m
V
]

仲
【
戸
出
。
月
と
印
d
E
E
q
問
の
運
輸
が
一
祉
の
経
瞥
下
に
お
か
れ
た
。
日
開
西
部
に
沿
い
て
も
、
。
『
呂
自
己
旬
。

E
4
r
p
E
p
c
r百
E己

H
E
F
E
P
可
。
見
当
弔
問
。
富
島
内
『
目
指
。
の
三
銭
遣
が
令
同
し
て
、

一
八
五
六
年
に

E
B
E認
可
。
耳
者
品

sop-託
の
E
E由
。
餓
道

を
形
成
し
、
倒
更
に
同
年
、
の
F
-
n
h晶

C
E白
〉
己

E
E
及
び
の

oEE]
民
主
z
q
寸

E
E
雨
鎖
道
の
合
同
に
よ
り
の
『
片
品
。
}
出
口
同
]
5
田宮口

E仏

ρ巳
再
〕
『
鍛
道
が
鷲
足
し
た
υ

と

ω
期

ω合
同
の
特
徴
は
、
以
上
白
例
で
も
わ
か
る
如
く
、
三
つ
り
合
祉
乃
至
モ
れ
以
上
の
舎
一
耽
の
資
産
主
結
合
し
、
新
に
設
立
さ

れ
た
一
つ
り
舎
祉
が
と
れ
ら
の
ん
官
枇
心
全
資
産
主
譲
り
受
け
、
出
M
V

命
社
心
手
一
部
が
消
滅
し
、
新
し
い
合
祉
が
こ
れ
に
代
る

E
t
k
p
l

自
己
5
ロ
或
は

5
5ロ
形
態
が
採
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
ぞ
あ
る
。

し
か
も
こ
り
積
の
形
態
は
、
合
同
の
初
期
に
こ
モ
多
く
採
用
さ
れ



た
が
、
後
述
白
各
期
に
は
殆
と
探
用
さ
れ
た
か
っ
た
と
考
え

b
れ
る
s

さ
て
、
以
上
白
如
き
六

O
年
士
て
の
鍛
造
の
建
設
、
合
同
が
、
ア
メ
H
Y

カ
資
木
主
義
の
端
正
展
に
演
じ
た
役
割
は
、
+
引
の
如
〈
要
約
さ

れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
四
、
南
、
京
都
と
の
同
に
お
け
る
遁
商
上
の
相
互
依
存
関
係
を
緊
密
化
し
、
統
-
閣
内
市
場
の
形
成
に
寄
奥

そ
の
結
果
省
時
の
圏
内
商
業
は
、
コ
一
つ
の
大
吉
な
流
れ
に
よ
っ
て
規
整
さ
れ
る
乙
と
に
在
っ
た
。
即
ち
第
一
は
、

し
た
こ
と
で
あ
る
。

冒

2
5日
官
官
河
に
沿
っ
↑
て
登
達
し
た
商
業
関
係
亡
、
中
央
西
部
む
農
産
物
が
甫
迭
さ
れ
、
他
方
南
部
。
フ
ラ
Y

テ

I
V
コ
ン
の
生
産
物
、

特
に
胞
質
、
砂
糖
が
、
そ
れ

b
と
交
ぬ
き
札
て
、
北
迭
吐
ら
れ
る
ル

l
ト
、
第
三
は
、
東
部
の
工
業
製
品
が
南
郊
の
生
産
物
と
交
換
さ

れ
る
と
共
に
、
間
部
の
食
旧
慣
が

2
2ぐ
関

口

白

]SL
に
途
pu
れ
る

経
路
、
第
コ
一
は
、
東
部
の
工
業
製
品
及
び
檎
入
工
業
製
品
が
、

西
部
農
民
に
迭
ら
れ
る
と
共
に
、
河
を
下
フ
て
南
部
ブ
ラ
ン
デ

ー
シ
ョ
ン
に
供
給
さ
れ
る
遁
路
て
あ
る
。
勿
論
か
か
る
図
内
商

穀物販賀入手額〔トシt吉川

三日孟λ舗
道
業
に
担
け
る
鞘
占
形
成
左
投
資
金
融
付

業
の
流
れ
は
餓
遁
の
み
に
よ
フ
て
可
能
に
な
っ
た
の
で
は
友
く
、

運
河
、
海
路
に
よ
る
交
通
と
銭
道
と
が
相
侠
っ
て
形
成
し
た
り

一
聞
し
て
、
か
か
る
ル

l
白
夜
遣
を
も
た

b
し
た
餓

て
あ
る
。

遣
は
、
第
一
に
農
産
物
心
版
賀
債
格
を
低
か

b
し
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
商
業
的
決
議
の
護
展
を
刺
戟
し
た
“
上
表
は
、
農
民

が
穀
物
販
費
に
よ
フ
て
入
手
し
得
る
額
を
、
運
送
距
附
別
K
、

餓
道
に
よ
る
場
合
と
、
通
常
白
道
路
運
誌
に
よ
る
場
合
と
の
比

第
七
十
三
巻

t 

第

器

主主



錨
益
業
に
お
け
る
潤
占
形
成
左
投
資
八
時
融
け

体
七
十
三
省

第

抜

五

一
=
八

較
に
よ
っ
て
一
不
し
た
も
の
で
あ
る
“
も
っ
て
鎖
遣
に
よ
る
運
送
の
有
利
性
を
知
る
に
た
り
ょ
う
。
第
三
に
、
上
記
遁
荷
ル

l
ト
陀
よ
り
、

農
業
地
帯
と
士
業
地
帯
が
結
合
さ
れ
る
と
と
に
上
り
、
農
業
用
機
械
工
業
と
、
消
費
手
段
エ
裁
の
圏
内
市
場
が
抜
大
さ
れ
た
。

第
三
に
、
銭
道
建
設
は
、
機
械
工
業
、
餓
鋼
業
生
一
，
白
生
産
千
段
生
産
部
門
の
生
産
物
に
封
す
る
需
要
を
増
大
し
た
-
一
な
か
ん
ず
く
銭

遺

ν
l
ル
白
走
大
在
需
要
は
錨
鋼
業
白
渡
良
を
著
し
く
促
抽
出

L
h
o

要
す
る
に
と
日
時
期
に
お
け
る
鎖
道
の
建
設
及
び
合
同
位
、
生
産
、
手
段
消
費
資
料
臼
阿
部
門
白
自
立
化
と
、
一
隅
部
門
に
謝
す
る
闘

内
市
場
の
形
成
を
促
進
し
、
ア
メ
リ
カ
産
業
費
本
の
確
立
を
基
礎
づ
け
た
剥
が
記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

幹
線
形
成
期

(

E

)

 

一
八
六

O
年
世
同
時
昌

z
g
q一
宮
河
以
西
に
は
一
マ
イ
ル
の
銭
惑
も
敷
設
さ
れ
て
は
い
た
か
っ
た
が
、

南
北
戦
争
は
餓
道
建
設
に
封

結
び
つ
け
る
経
済
的
な
設
と
し
て
、

す
る
刺
戟
と

し
て

作
用

し

特
陀
大
西陸
部積
諸断
地餓
域道
-1:"， 0) 

~~建
都武
震悶

警後
禾宅

詰暴
走2
従如
届く、

長政
る府
たり
示積
促極
造物

主苗
宍z
と

西
部
と
東
部
主

既
に
一
八
六
二
年

の
p】
戸

P
E
E
の
金
鍍
後
見
、
或
は
南
北
戟
争
勃
後
に
際
し
て
の
軍
事
的
必
要
等
々
の
理
由
か
ら
司
冒

2
5
2
r
u内
自
ロ
ド
]
H
C
E
P

一
八
六
九
年
完
成
を
み
る
に
至
っ
た
ほ
か
、

鍛
遁
の
建
設
が
賢
施
に
移
さ
れ
、

戦
後
は
西
漸
運
動
の
焚
展
と
結
び
つ
き
、

Z
2
F
2
E
 

3
2目
。
銭
唱
豆
、

(
V
H
E
H
Z
2
F
O
B
織
活
等
の
大
陸
模
断
鋪
道
を
中
心
と
す
る
建
設
が
、
熱
狂
襖
に
お
し
す
す
め
ら
れ
た
。
モ
白
驚
く

べ
き
進
捗
は
次
表
が
こ
れ
を
物
語
る
で
あ
ろ
ふ
凶
つ
い
て
な
が
ら
犬
系
統
形
成
期
の
建
設
の
欣
態
に
言
及
す
る
友
ら
ば
、

一
八
八

O
年

ー
九

O
年
の
十
年
間
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
鍛
道
建
設
の
頂
貼
を
な
し
、
同
F

吉

ωF
斗

O
M
B
一
附
州
在
中
心
と
す
る
中
部
及
び
阿
部
諸
州

の
農
業
及
び
餓
業
の
田
区
展
に
よ
っ
て
、
促
さ
れ
た
餓
道
建
設
は
未
曾
有
の
准
捗
を
示
し
た
。

一
九

O
O年
心
総
延
長
マ
イ
ル
は
み

Z
I

ロ
ッ
パ
の
モ
れ
よ
り
も
大
き
く
、
世
界
の
線
道
網
の
四

O
M
t
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。



一
八
六
O
年

一
八
七

O

一
入
入
。

一
八
九
O

一九
0
0

一C
、
六
二
六
マ
イ
ル

五
二
、
九
三
二

九
一
ニ
、
二
六
七

一
六
三
、
五
九
七

一九

=τ
三
刊
六

か
く
白
如
く
豆
大
に
し
て
念
激
な
る
銭
泣
建
設
と
、
そ
れ
に
伴
う
投
資
は
、
モ
れ
が

し
ば
し
ば
投
機
的
性
格
士
有
し
て

H
た
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
経
済
界
の
景
気
饗
動
を

惹
起
す
る
に
充
分
で
あ
っ
た
し
、
笠
際
一
八
六
五
年
九
五
年
に
至
る
景
気
溌
動
に
は

深
刻
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
鐙
動
に
幹
い
餓
道
建
設
長
も
一
年
一
、
七

O
O
マ
イ

ル
か
ら
一
二
、
九

0
0
マ
イ
ル
と
い
う
大
巾
の
抽
出
動
を
示
し
た
。
七
百
年
、
八
四
年
、

九
三
年
の
相
つ
ぐ
恐
慌
が
鍛
護
金
闘
の
み
に
よ
づ
て
惹
起
さ
れ
た
も
の
一
て
志
か
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
に
よ
ワ

τ
一
降
深
刻
た
も
巴
と

た
づ
た
こ
と
は
、
た
し
か
で
あ
る
ロ

さ
て
、
甫
北
職
午
後
の
か
か
る
建
設
の
進
展
は
、
漸
く
銭
道
合
一
杭
回
の
競
雫
士
激
化
せ
し
め
る
こ
と
に
た
っ
た
。

た
銭
道
A
U
問
が
、
事
業
の
奴
率
を
高
め
、

而
し
て
前
衛
て
み

一
買
運
詮
む
笠
を
上
げ
る
た
め
促
進
さ
れ
た
の
に
到
し
、
こ
の
矧
心
合
同
が
、
織
誼
曾
一
加
問

由
競
争
を
媒
介
と
し
て
行
わ
れ
る
に
豆
ワ
た
己
と
は
注
目
に
あ
た
い
す
る
。
即
ち
競
弓
に
わ
引
克
つ
た
め
に
は
戟
略
的
た
地
貼
に
遁
ず
圭

あ
る
a

線
を
支
配
す
る
己
と
が
ま
ず
必
要
で
あ
り
、
地
心
利
を
件
な
け
れ
ば
一
定
の
運
賃
て
競
争
し
利
潤
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
で

こ
の
貼
に
闘
し
、
由
。
ロ
ヰ
σ
百
司
耳
目
骨
銭
遣
は
、

H
L
E
E
-ぉ
E
ハ
凶

HdOM民
間
E]同
。
丘
の
資
産
を
買
収
し
、

204司

J
E
H
r
か
b

回
吉
田
E

E
官
。
陀
至
る
直
遇
税
を
支
耐
配
す
る
こ

F
に
上
づ
て
、
長
〈
大
陸
横
断
鍛
治
に
劉
し
有
利
な
立
場
を
保
持
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
更
に
大
都
市
に
終
貼
際
世
敷
設
す
る
こ
と
は
、
餓
遺
骨
H

祉
に
利
径
を
も
た
ら
す
ば
か
り
て
な
く
、
競
争
上
ぜ
ひ
と
も
必
要
と
な

る
。
こ
の
た
め
し
ば
し
ば
犬
都
市
へ
鈎
道
線
を
延
長
す
る
た
め
白
連
続
繰
り
合
併
、
士
た
は
こ
れ
の
吸
牧
、
賃
借
が
行
わ
れ
た
》

/¥ 

六
八
年
ロ

ω
]
P
S
R
F
R
r
-司
2
5
rロ
ι
S
4
2
g
u
銭
遁
ぷ
国
c
t島
自
に
遁
じ
る
冨
2
2
m
芸
品
開
民
日
銭
道
を
貸
借
し
、

r、
一七

一
年
に
司
S
E
1
5
E
P
鎖
道
が

d
E
e品
開
E
-
s
ぇ
c『

Z04く

]
2
4
A
V賃
借
し
、

]
V
E色
。
]HFE
と

H404司

E
H
r
問
り
直
誼
如
献
を

鎚
道
業
に
お
け
る
澗
占
形
成
主
投
資
金
融
付

第
七
十
三
荘

ブし

五

第

抗



錨
遣
業
に
担
け
る
濁
占
形
成
正
設
資
金
融
付

第
七
十
三
企

。
第

量主

五
回

支
配
下
に
牧
め
什
如
者
、
い
ず
れ
も
モ
の
顕
著
な
例
て
あ
る
。

競
争
の
激
化
は
、
合
理
化
の
た
め
の
合
同
を
促
進
せ
し
め
た
ζ

と
、
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
と
れ
と
同
問
に
、
競
手
の
制
限
を
直

接
的
在
契
機
と
す
る
合
同
を
も
不
可
避
た
ら
し
め
た
。
ハ
一
)
一
八
六
五
年
の
hLoE
芸
品
の
Z
E由
。
弓
2
2
銭
道
と
の

Z
E問
。
告
白

冨
己
堤
富
田
目
。
餓
遣
が
競
争
排
除
白
目
的
を
以
て
合
同
し
、

η
z
n
m
p
m
o
E
品

Z
O
H
F司
R
耳
目
的
問
遣
を
形
成
し
、
(
一
一
)
一
八
六
七
年

Z
0
4
4
]
g
Z
銭
道
が
す
ロ
ミ

E
q
と

Z
2
回
目
自
主
会
問
を
走
る
競
府
中
曾
祉
の
と
U
Pロ
E
品
』
E
g
q
織
選
と
合
同
し
て
口
中

山
同
四
品
同
呂
町

E
白
を
形
成
し
た
Q

C
一
一
〉
一
八
六
八
年

4
5地問
t
E
が
巨
ロ
。
銭
遣
の
支
配
権
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
“
こ
れ
ら
は
、
い

ず
れ
も
競
争
制
限
む
た
め
白
合
同
の
客
名
な
事
例
て
あ
る
@

と
こ
ろ
そ
己
の
期
の
以
上
の
如
き
令
同
の
中
ゼ
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
合
同
羽
化
に
上
る
競
争
力
の
噌
ム
人
を
直
接
的
契
機
と
し
て
、

幹
線
鍛
遁
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
ぜ
あ
る
-
即
ち

の
E
S
R
C
よ
hJ
犬
四
件
に
至
る
五
大
幹
線
銭
遁
の
う
ち
(
一
)
同
匂
司
〈
。
件
の
o
p可
巴

一
八
六
九
年
に
の
日
白

O
F
5
4
s
E
2
Z
Z
が
出
口
「
P
E
と
の
E
g
m
o
を
結
ぶ
位
線
を
合
併
し
、
他
方
出
口
白
S
ロ

HCぐ
司
師
同

道
を
吸
牧
し
て
、

zod~J円
。
再
よ
り
の
Z
E問
。
に
至
る
ル

l
ト
を
完
成
し
た
。
(
二
)
司
2
5三
E
Hド
餓
謹
は
一
八
六
八
年
目

gca

E
加
戸
問
。
見
当
F
q
g
E白
の
ケ
丘
お
。
鎚
遁
及
び
西
部
の
連
絡
線
を
賃
借
し
、
の
「
司
の
い
問
。
に
至
る
直
接
的
な
ル
ト
を
獲
得
し
た
。
合
一
一
)

鍛
道
は
、

同
昨
日
餓
道
は
一
八
六
七
年

l
七
凶
年
間
に
旨
]
E
Z
F
E己
の
H
E件
当
白
書
ロ
銭
道
を
賃
借
し
、
か
く
て
そ
の
支
配
は
西
方
透
か
同
区

三
03
に
及
ん
だ
也
(
四
)
出
S
F
5
3
0
芸
品
。
z
。
鎖
活
及
び
(
五

)
C
E
E
叶
告
ロ
「
も
ま
た
数
年
後
の
Z
E習
に
い
た
る
線
を
闘
逼

め

し
た
.

以
上
白
〈
口
同
白
際
と
ら
れ
た
形
態
は
、
前
期

D
P
E乙
F
F
E
E
E
も
若
占
l

み
ら
れ
た
が
、
己
υ

凶日日比一
C
ロ
或
は

E
日
目
立
形
態
が
支

配
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
特
徴
て
あ
る
。

-mhv昌
晶
、

E
D
4
q
E
B
色

]VE旬。
1
〕
可
の
形
態
も
庚
く
採
用
さ
れ
た
己
と
、
上
例
の
如
く
J

し
あ
っ



た
a

し
か
し
、
幹
線
鈍
道
が
形
成
さ
れ
る
や
、
中
央
西
部
地
方
と
大
西
洋
岸
と
の
一
貫
運
輸
に
治
け
る
競
争
は
、
一
居
の
深
刻
さ
を
加

え
、
出
来
う
る
限
り
、
問
祉
に
仕
事
を
多
〈
と
ら
ん
が
た
め
の
破
滅
的
な
一
連
心
低
運
賃
肢
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
川
、
そ
の
結
果
づ

い
に
運
賃
鞍
を
避
け
る
た
め
共
同
計
算
制
度
を
採
用
し
、
取
扱
貨
物
及
び
枚
目
祉
を
あ

L
か
じ
め
協
定
し
た
基
準
に
経
ワ
て
競
争
舎
一
世
間

に
分
配
す
る
い
わ
ゆ
る
旬
。
。
]
形
態
が
紋
上
の
合
同
諸
形
態
と
共
に
債
く
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
モ
し
て
、

は
、
幹
線
形
成
に
照
臆
し
て
開
始
さ
れ
た
目
。
。
己
が
十
年
聞
に
わ
た
っ
て
操
行
士
極
め
た
と
侍
え
ら
れ
て
い
る
。

一
八
七

0
年
代
に

と
白
期
白
鎖
道
建
設
及
び
合
同
が
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
一
登
展
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
後
章
に
ゆ
づ
る
こ
と
と
し
、
乙
乙

包

て
は
た
だ
鎖
鋼
業
と
の
闘
係
に
つ
い
て
の
み
簡
単
に
ふ
れ
て
お
ζ

う
。
餓
道
の
餓
鋼
業
医
及
ぼ
し
た
直
接
的
影
響
に
つ
い
て
は
、
(
一
)

原
料
及
び
製
品
の
大
量
輸
送
臼
可
能
と
、

レ
ー
ル
・
機
関
車
等
む
銭
鋼
需
要
白
喚
起
の
三
方
面
か
ら
看
取
さ
れ
る
d

前
者
に
閲

し
て
は
、
抽
出
上
白

Z
0
4
4
J
同
日
昨
の

E
百
子
何
号
、
出
己
C
言
。
目
告
白
。
『
目
。

}HMOE弓]〈
E
E
の
四
銭
道
か
吋

E
E〕
己
〈
皇
宮
地
方
白
茨
回

( 

) 

田
園
続
及
び
貫
通
を
完
成
し
た
結
果
、
世
界
最
大
の
ス
ベ
リ
オ
ル
糊
銀
銭
石
は
、
銭
道
及
び
湖
上
倫
相
詮
に
よ
っ
て
、
世
界
最
大
田
コ
山
小

ル
ス
グ
ィ
ル
石
炭
と

E
g『
耳
ち
て
結
合
し
う
る
に
至
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

い
う
ま
で
も
友
く
、

こ
の
こ
と
は
]
甲
山
書
官
且
mr

を
し
て
世
界
最
大
の
鎖
鋼
業
地
帯
た
ら
し
め
る
己
と
を
意
味
す
る
も
白
で
あ
っ
た
。
更
に
鎖
道
は
原
料
職
迭
を
増
加
し
、
か
っ
岡
滑
な

ら
し
め
た
?
ゅ
な
ら
ず
、
銭
銅
製
品
の
職
迭
に
も
大
き
な
利
盆
を
奥
え
た
凶
し
か
し
鎖
道
白
鍛
鋼
業
に
射
す
る
役
制
は
、
後
者
心
貼
に

沿
い
て
異
に
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
u

7
メ
リ
カ
に
お
い
て
最
初
心
銅
製
レ
ー
ル
が
使
用
き
れ
た
白
は
一
八
六
四
年
で
あ

っ
た
が
、
六
七
年
に
な
っ

τ、
最
初
白
園
産
ベ
ッ
セ
マ

l
銅
レ
ー
ル
が
生
産
さ
れ
た
叫
モ
の
後
、
銅
製
レ
ー
ル
自
生
産
は
徐
々
に
増
加

し
、
十
五
年
に
は
そ
り
生
産
高
は
二
九

O
、
八
六
三
ト
ン
に
及
び
、
七
七
年
に
は
銭
製
レ
ー
ル
り
生
産
高
を
凌
駕
し
、
八

O
年
に
は
九

五
四
、
四

O
O
ト
Y
に
建
し
た
。
こ
れ
と
共
に
モ
の
債
格
も
六
七
年
ト
ジ
営
り
一
六
六

F
ル
か
ら
八

O
年
六
七
・
主

O
F
ル
に
低
下
し
、

錨
道
業
に
布
け
る
調
占
形
成
と
投
資
金
融
付

第
七
十
三
巻

停

号車

ヨZ
五



融
注
業
に
お
け
る
組
占
形
成
-
と
投
資
金
融
け

第
七
十
三
容

第

量君

五
六

需
要
の
喚
起
托
役
立
フ
た
。

か
く
て
十
九
世
紀
七

0
年
代
以
降
の
や
ヘ
ァ
セ
マ

l
・
レ
ー
ル
白
生
産
は
飛
際
的
殻
展
を
一
示
し
、
こ
白
時
代

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
銭
鋼
業
を
し
て
壮
界
に
比
類
ゆ
尽
き
愛
展
を
と
げ
し
め
た
一
大
要
因
と
友
っ
た
の
ず
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

p
リ
プ
ン
、

ノ

l
ル
ス
が
「
7
メ
リ
カ
銭
鋼
業
の
歴
史
は
餓
道
の
歴
史
て
あ
る
」
と
い
う
も
決
し
て
過
一
一
一
一
日
て
は
な
い
。
銭
鋼
業
の
強
展
の
要
因
と
な

っ
た
餓
遣
は
、
ま
た
モ
の
獅
占
形
成
田
槙
梓
と
も
な
っ
た
。
「
印
宮
ロ
己
記
品
。
-
]
の
。

EHVE可
心
最
初
の
組
織
は
、
抽
同
地
方
を
通
過
す
る

鍛
道
曾
祉
と
協
定
す
る
こ
と
に
主
っ
て
獲
得
し
た
る
不
法
な
る
倒
戻
白
上
に
礎
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
遁
り
で
あ
司
叩
モ

れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
は
い
た
い
が
、
可
g
E
)云
E
E
餓
道
と
白
特
恵
賃
率
に
つ
い
て
、
同
様
な
る
協
定
に
基
い
て
い
る
の
白
口
角
的
戸

o
g
R
-

お

の
c
E
-
v
(
β
印

mmam山
由
工
長
官
ぽ
と
な
っ
た
)
の
起
源
は
重
大
在
る
意
義
を
有
し
て
い
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
一
八
七

0
年
代
と
い
う
比
較
的
早
期
比
生
産
手
段
部
門
の
狽
占
形
成
が
進
行
し
た
己
と
、
ー
l
l
己
の
7
メ

H
カ
潤
占
資
本
形
成
の
一
特
質
は
、

銭
議
運
輸
心
強
濯
に
負
う
と
己
ろ
大
で
あ
っ
た
白
て
あ
る
。

大
系
統
形
成
期

( 

E 
U 

モ
の
影
響
を
特
に
顕
著
に
う

け
た
農
民
心
聞
に
強
烈
な
反
針
運
動
を
喚
ぴ
起
し
、
モ
の
岡
崎
刀
白
下
に
、
八
八
年
と
れ
が
禁
止
を
法
定
す
る
州
際
商
業
法
白
制
定
主
み

共
同
計
算
制
度

Q
。
。
]
)
は
紋
上
白
如
く
一
八
七

0
年
代
以
降
感
行
士
極
め
た
が
、
後
述
す
る
如
〈
、

る
K
い
た
っ
た
ω

4

ん
も
鎖
道
舎
一
世
は
こ
の
制
定
と
同
時
に
「
相
互
業
務
の
移
譲
、
交
換
を
便
な
ら
し
む
る
目
的
」
を
以
て
種
々
白
貨
物

取
扱
周
回
四
を
組
織
し
、
己
れ
陀
よ
っ
て
技
術
的
に
、
共
同
計
算
を
避
け
つ
つ
運
賃
の
統
制
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
リ
従
っ
て
こ
む
法
律

は
共
同
計
算
の
禁
止
に
は
役
立
っ
た
が
、
蓮
賃
協
定
に
劃
し
て
は
質
款
を
も
ら
?
な
か
っ
ι
叩
し
か
し
注
目
す
べ
き
は
政
府
の
か
か
る

統
制
的
傾
向
が
傍
若
合
社
主
し
て
よ
り
直
接
的
な
企
設
結
合
に
阿
わ
し
め
る
一
大
刺
戟
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
ω

営
時
大
陸
横
断
餓
道

の
犬
都
品
目
及
び
大
幹
線
鎖
措
坦
は
既
に
完
成
さ
れ
て
い
た
か

b
、
合
同
計
書
の
範
園
は
、
従
来
の
地
方
的
小
合
同
よ
り
進
ん
で
、
大
銭
道
、



大
幹
線
聞
の
ー
超
大
合
同
白
形
態
を
と
る
に
至
っ
た
υ

わ
け
で
も
一
八
九
七
年
、
従
来
州
際
商
業
法
の
枕
法
手
段
と
し
て
の
役
削
を
果
し

て
き
た
紋
上
の
貨
物
取
扱
回
世
た
る
『
P
F
E
Z
-
2
2口
町
号
事
件
〉
員

E
E
s
r射
し
、
最
高
裁
判
所
が
、
そ
の
運
賃
協
定
は
一
八
九

翌
年
こ
の
判
例
が
同
。
EH
叶
ロ
自
の
旨
m
o
口
邑
5
ロ

r酎
L

O
年
制
定
白
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
注
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
り
判
決
を
下
し
、

て
越
同
さ
れ
る
に
及
ぴ
、
こ
こ
に
鍛
遁
曾
此
は
違
法
に
左
ら
な
い
手
段
て
運
賃
を
統
制
す
る
方
法
を
講
じ
る
必
要
に
記
ら
れ
た
。
而
し

て
唱
吉
田
Z
E
R
P
鍛
遣
の
社
長
に
よ
っ
て
そ
の
構
想
が
一
示
さ
れ
、
〈
E
斥
号
去
に
よ
っ
て
賛
成
さ
れ
た
後
、
質
施
さ
れ
る
に
至
っ
た

2
日
目
白
旦
弓
丘
互
角
由
同
は
、
協
定
た
し
に
運
賃
引
下
げ
競
争
を
制
限
ナ
る
有
放
た
形
態
で
あ
っ
た
ら

B
E
E
S一
司
。
内
宮
昨
日
自
門
は

持
株
台
祉
形
態
か
支
配
曾
祉
と
し
て
の
持
株
曾
一
枇
民
主
る
子
曾
祉
支
聞
の
形
態
を
と
る
に
射
し
、
正
式
の
中
央
機
闘
が
ゆ
な
〈
、
株
主
中

重
役
白
交
挽
等
白
人
的
結
合
に
よ
っ
て
非
公
式
に
企
業
聞
の
結
合
が
氏
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
そ
白
特
色
が
あ
る
。
か
か
る
形
態
心
採
用

に
よ
づ
て
、
例
え
ば

Z
2
5件

C

5
己
銭
主
位
、
ロ
同
日
銭
道
、

H
r
E
S
F
ピ
岳
ミ
ド
ロ
E
F
P
E
当
2
5ロ
融
関
道
、
官
2
t「。
H
Y

冠
。
唱
出
宅
自
芸
品
目
白
門
司
。
己
等
々
心
曾
祉
に
主
役
を
送
り
、

「
E
Z
P
2
0
鍛
道
を
遁
じ
め
8
5
-
t
z
z
]
s
q
鎖
道
を
支

配
す
る
同
E
岳
品
鍛
道
を
出
色
Z
E
2
0
E品
。
E
。
餓
遣
と
共
に
支
配
し
た
。
ま
た
他
の

B
E
E
S
H
3、
。
ご
ロ
庁
Eω
け
の
中
核
を
な
す

d
s
s
】
皆
、
巳
斥
鎖
道
心
四
人
の
重
役
は
の
rHOL向。

E
白
ZCH昏
当
由
言
言
餓
謹
白
重
役
を
品
就
任
し
、
他
の
二
人
は
の
Z
E由。}〕耳目]当白
i

ロ
r
E
S丘
団
門
官
己
]
鎖
措
の
貫
役
を
朱
任
し
た
u

短
矧
聞
で
は
あ
っ
た
が
何
回
国
首
ロ
E
E
は
巴

o
E日
告
白
同
戸
。
。
E
E
o
鍛

道
の
重
役
て
あ
り
、
。
IMboom-ι
は

d
E
o
c
H
V
P
E斥
餓
誼
の
主
役
で
あ
っ
た
@

し
か
し
雨
者
の
協
調
的
な
関
係
は

の。
F(凶
が

匂
ロ
古
ロ
】
VSE由
。
鍛
道
に
針
L
濁
立
の
支
線
を
建
設
し
始
め
る
に
及
ん
で
破
棄
さ
れ
た
。

而
し
て
こ
の
こ
と
は
、

人
的
信
任
と
協
調
士

基
礎
と
す
る
の
O
B
E
Eユ
可
。
?
ロ
仲
間
虫
"
が
充
分
担
固
た
も
の
と
な
り
得
な
い
己
と
1
1
1
即
ち
そ
の
限
界
士
ば
一
市
す
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

錨
温
業
に
お
け
る
猫
占
形
成
主
祝
賀
金
融
け

第
七
十
三
巻

第

鵠

五
七



と
こ
ろ
で
他
方
、

嘩
道
業
に
お
け
る
潤
占
形
成
と
技
資
金
融
け

王

八‘

第
七
十
王
者

四

主事

宮宮

一
八
八
八
年
に
治
け
る

Z
E叫
す
昌
司
州
白
曾
枇
法
改
正
に
端
を
裂
し
、
績
ぃ

τ
一
連
の
諸
州
て
法
認
さ
れ
る
に

至
っ
た
一
般
株
式
曾
祉
の
他
舎
一
枇
株
式
の
所
有
は
、
持
株
A

曾
枇
設
生
白
端
緒
を
聞
き
ワ
つ
あ
っ
加
。
最
も
ル
ア
額
白
資
金
を
以
て
貰
汎
、

強
固
な
企
業
結
合
を
行
う
己
と
を
可
能
に
す
る
持
株
曾
一
蹴
形
態
が
、
吸
牧
、
或
は
資
産
の
買
牧
等
の
形
態
士
以

τし
て
は
、
多
額
の
資

金
を
要
す
る
こ
と
等
か
ら
、
と
ヴ
て
い
な
し
得
な
か
っ
た
こ
の
矧
の
大
幹
線
、
大
鋭
道
の
超
大
合
同
心
要
求
に
真
に
副
い
う
る
形
態
て

か
く
て
銀
上
の

B
E自己
E
q
。
ご
ロ
吉
岡
田
仲
が
そ
の
弱
鮪
を
曝
露
し
つ
つ
あ
っ
た
前
世
粗
末
よ
り

あ
っ
た
こ
と
は
多
一
吉
を
要
し
た
い
。

今
世
紀
に
か
け

τ持
株
台
祉
は
漸
〈
濁
占
形
成
白
支
配
的
形
態
に
な
っ
た
り
ぜ
あ
る
。
加
う
る
に
後
宰
て
具
他
的
に
品
川
析
さ
れ
る
如
く
、

恰
も
大
鎖
道
資
本
は
銀
行
資
本
と
白
癒
着
を
深
め
う
つ
あ
り
、
そ
む
創
業
利
得
獲
得
の
希

求
は
持
株
合
祉
を
し
て
支
問
領
域
の
横
大
に
向
わ
し
め
る
主
要
な
契
機
と
な
っ
た
。

今
世
相
一
初
頭
に
は

Z
2
5南
口
団
内
向
ロ
ロ
巴
自
の
。
E
ア
回
。
何
日
内
H
ω
]
吉
己
内
。
旨
]
)
w
k
r
z
E
Z

大系統 |主醐数| 組賓本額 事
Vanderbilt 1，169，196，132 

pιnn5ylvユnin 19，350 1，822，402，235 

Morg旦n キ1 47，206 2，265，116，350 

Gould 28，157 1，868，877ヲ540

【王urrUllnn ヰ 2 22，043 1，321，248，711 

Moore 25，092 1，070，254，939 

計 164，瑚 l9，OI7，Olo，907 
持 1l-lill groupの interestも合む

* 2 Kuhn. Loebの口1tere坑左癒荒

の
o
E円

r

E
の。
E
H
Y
H
W
E〔
世
話
。
。
宮
司
、
円
ロ
{
C
ロ

P
R告の
HW己
]
君
主
の
。
宮
司
・
等
の
大

持
株
合
祉
が
成
立
し

h
a
こ
れ
と
共
に
接
賢
官
合
併
さ
れ
、
一
、

0
0
0
マ
イ
ル
以
上

に
及
ぶ
鎖
道
線
が
金
囲
網
マ
イ
ル
激
白
過
半
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
今
世
紀
初
頭
己

の
園
の
大
部
分
の
餓
道
は
如
上
白
持
株
曾
祉
を
支
配
す
る
一
群
の

E
大
銭
道
資
本
家
及
び

金
融
資
本
家
に
よ
っ

τ支
配
さ
れ
る
己
と
に
な
り
、
己
乙
に
数
個
白
豆
大
な
銭
道
系
統
が

完
成
し
た
。
上
表
は
一
九

O
一
三
年
に
治
け
る
織
活
業
の
濁
占
士
如
貨
に
物
語
る
も
心
ぜ
あ

一
七
七
、
七
一
二
マ
イ
ル
で
あ
っ
た
か

L
、
六
大
系

泊

統
て
賀
に
こ
白
闘
百
マ
イ
ル
数
の
九
主
d
p
t
支
回
し
て
い
た
白
で
あ
っ
た
。

る
。
同
年
白
金
闘
締
マ
イ
ル
数
は
、
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銑
抵
業
に
お
け
る
澗
占
形
成
と
投
資
金
融
け

第
十
十
三
盆

プて

第

披

ノ、。

銭
道
の
建
設
合
同

1
狗
占
と
金
融
過
程

織
道
建
設
は
一
方
に
治
い
て
織
活
曾
祉
問
白
合
同
を
必
然
化
し
つ
つ
、
連
績
線
の
合
同
期
に
は
統
一
市
場
創
出
の
た
め
り
槙
粁
と
、
な

担
、
産
業
資
本
の
確
立
に
寄
血
(
し
、
幹
線
形
成
期
に
は
工
業
に
お
り
る
湖
占
形
成
の
一
横
打
と
も
な
っ
た
こ
と
、
前
章
て
述
べ
た
如
く

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
て
他
方
己
む
建
設
は
餓
道
株
の
投
機
士
喚
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
詩
集
取
引
所
白
護
展
を
促
進
し
、
詮
先
取
引
所

り
裂
展
は
、
内
外
の
織
道
詮
多
投
資
を
刺
戟
し
た
。
己
の
温
程
に
沿
い
て
投
機
業
者
の
鍛
造
曾
一
世
支
配
か
結
果
さ
れ
た
が
、
建
設
と
そ

白
経
営
が
著
し
く
投
機
的
利
得
湾
得
の
観
角
か

b
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
や
が
て
銭
遺
曾
枇
の
破
綻
と
と
れ
に
伴
う
銭
道
資
本
家
l
投
機

業
者
の
敗
退
を
必
然
佑
せ
ず
ん
ば
や
ま
φ

な
か
っ
た
。
而
し
て
そ
の
敗
退
は
外
園
資
木
導
入
の
機
関
と
し
て
護
展
し
て
き
た
投
資
銀
行
白

文
国
領
域
自
横
火
山
契
機
と
な
っ
た
由
て
あ
る
。
以
下
己
心
過
程
把
掘
の
た
め
に
木
章
て
は
織
活
建
設
と
投
機
白
関
係
自
誼
求
に
焦
鮪

を
令
せ
つ
つ
、
前
章
て
捨
象
さ
れ
た
建
設
、

A
口
同
の
金
融
過
程
が
考
拠
出
さ
れ
る
。
蓋
し
、
後
章
て
述
べ
る
投
資
金
融
機
関
心
鎖
道
品
聞
社

支
配
と
、
大
系
統
形
成
過
程
の
把
握
は
木
章
由
理
解
を
不
可
飲
む
も
り
と
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

(
Y
Z
)
 

鍛
道
建
設
と
投
機

十
九
世
紀
三
一

0
年
代
に
始
ま
る
銭
道
建
設
、
わ
け
て
も
五

0
年
代
以
降
の
前
章
に
み
た
如
き
念
激
な
る
建
設
白
進
展
は
、
ひ
と
り
、
個

々
の
私
的
資
本
家
の
手
中
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
貨
幣
資
本
の
み
を
以
て
な
し
待
た
も
白
て
は
た
か
っ
た
υ

民
間
資
本
は
一
一

)
0年
代
に
お

い
て
は

Z
0項
目
色
自
白
白
捕
鯨
紫
が
浪
落
し
て
そ
の
資
本
が
引
き
上
げ
ら
れ
鎖
遣
業
に
投
ぜ

b
れ
た
も
の
、
海
運
業
か
ら
移
縛
さ
れ

た
も
心
、
或
は
鈎
道
の
始
穫
す
る
町
、
村
や
そ
の
周
園
の
商
人
、
農
業
者
に
よ
っ
て
投
，
E
b
れ
た
も
心
等
、
京
都
心
安
木
台
中
心
と
す

る
少
額
の
資
本
で
あ
っ
て
、
鍛
道
建
設
の
一
資
本
と
し
て
は
極
め
て
不
充
分
で
あ
っ
た
a

州
な
ら
び
に
聯
邦
政
府
の
費
金
援
助
は
運
河
開



「
各
州
は
信
用
保
設
を
輿
え
る
こ

と
を
間
四
時
し
な
か
っ
た
し
、
或
る
場
合
に
は
自
b
鎖
道
建
設
の
全
事
業
を
引
を
う
け
も
し
た
。
か
く
亡
Z
2司
J
R
。
子
州
て
は
六

0
0寓

F
ル
心
資
金
を

H
4
2
J
E
H
r
u
A
Z
建
設
に
貸
興
し
、
冨
日
〕
己
E
白
州
は
出
口
]
門
戸
E
C
Z
H
C
r
E
の
銭
道
笠
二

O
O
国
ド
ル
を
購
入
し
、

】

]
]
{
E
O
F

州
は
「
州
内
安
遇
改
良
」
に
八

O
O
再
ド
ル
を
、
百
円
hU
ロ
【
戸
川
は
貨
に
士
、
一

0
0高
ド
ル
を
支
出
し
た
。
」
而
し
て
州
の
か
か
る

鍛
道
曾
世
按
助
資
金
は
州
債
の
形
て
大
部
分
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
潜
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
八
コ
一
六
年
士
て
に
北
部
誇
州
の
運
河
及

の

び
銭
道
に
投
じ
た
資
金
は
九
千
高
ド
ル
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
半
ば
以
上
は
州
債

ω形
ゼ
イ
ギ
リ
ス
ゼ
調
蓮
さ
れ
た
ω

な
ゐ

一
一
言
附
一
百
十
y

れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
そ
白
頃
聯
邦
政
府
の
公
債
千
四
百
高
ド
ル
、
人
口
裁
園
銀
行
の
資
木
金
の
た
め
に
八
百
高
ド
ル
を
提
供

し
て
い
る
。
-
二
六
年
特
許
期
間
む
満
了
と
共
に
解
散
し
た
第
一
一
合
衆
図
銀
行
は
=
一
、
五

O
O再
F
ル
の
資
木
金
主
以
て

3
口百〕ユ
E
Z
E

務
の
場
合
と
同
様
、
ア
メ

H
カ
白
銀
道
建
設
に
お
け
る
最
も
瀬
署
な
特
質
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
Q

州
の
一
銀
行
に
改
組
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
白
戦
入
白
仲
介
に
あ
た
る
た
め
、

R
Y
F
Y
に
そ
の
代
理
機
闘
を
開
設
し
て
い
る
が
、
こ

白
己
と
は
紋
上
白

E
額
の
資
本
職
入
に
伴
い
、

7
メ
リ
カ
自
閣
の
資
本
輸
入
機
闘
が
必
要
と
た
っ
た
か
ら
に
他
左
ら
在
い
。
な
お
一
八

三
五
年
に
は
商
人

C
E片
岡
0

司
E
Z々

は
ロ

Y
F
Y
に
渡
り
、

一
八
一
ニ
七
年
』
司
足
。

a
E
島
。
。
自
宮
司

D
前
身
た
る
イ
ギ
リ
ス

資
本
職
入
む
た
め
の
金
融
機
関
士
設
立
し
℃
い
る
己
と
が
後
章
と
の
閥
係
上
、
己
己
ゼ
記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

さ
亡
、
州
、
蓮
邦
政
府
白
援
助
は
以
上
白
如
き
、
資
金
商
に
白
み
限
定
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
聯
邦
政
府
が
織
道
舎
祉
に
劃
す
る

土
地
援
奥
政
策
を
開
始
し
た
一
八
五

O
年
か
ら
、
モ
白
政
策
を
廃
止
し
た
一
八
七
一
年
ま
で
に
、
聯
邦
政
府
は
一
億
五
千
九
吉
高
エ
ー

カ
ー
白
土
地
を
鎖
道
曾
枇
K
奥
え
て
お
り
、
州
政
府
は
五
千
主
百
高
品

l
カ
ー
を
興
え
て
い
る
。
相
世
間
持
さ
れ
た
商
積
は
溺
俳
を
合
せ
た

よ
り
も
庚
大
で
あ
り

Z
O
H
F
O
B
可
営
HEn
鍛
道
だ
け
で
同
千
同
百
高
エ
ー
カ
ー
、

即
ち
イ
ン
グ
ラ

Y
F
と
ワ
ェ

l
ル
ス
領
上
り
も
七

官
高
エ
ー
カ
ー
も
多
か
っ
た
。
し
か
も
土
地
援
典
に
は
、

「
こ
れ
ら
む
土
地
に
埋
賊
さ
れ
て

h
た
右
表
、
銅
、
右
油
、
金
銀
た
ど
の
地

錨
道
業
に
お
け
る
洞
占
形
成
と
投
資
金
融
品
川

第
七
十
三
巻

七

第

蹴



位
進
業
に
お
け
る
端
占
形
成
1
ζ

投
責
金
融
付

第
七
十
三
者

ノ1

葬

品宅

下
資
源
も
、
そ
の
上
に
生
い
茂
る
木
材
も
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
た
」
白
て
あ
る
。
無
料
て
獲
得
し
た
鎖
道
用
地
は
一

ド
ル
五
セ
ン
ト
か
ら
一
=
0
セ
y
ト
ゼ
買
却
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
紋
上
白
資
金
援
助
と
土
地
援
奥
と
を
合
計
す
れ
ば
「
7
メ
リ
カ
白

銀
道
建
設
資
金
の
約
六
割
が
精
周
政
府
の
ふ
と
己
ろ
か
ら
、
約
七
億
七
百
高
F
ル
は
現
金
で
、
約
三
億
三
千
五
百
高
ド
ル
は
土
地
の
形

て
輿
え
ら
れ
た
も
の
と
評
償
ず
る
こ
と
が
で
き
る
己

エ
ー
カ
ー
宮
町
ノ

か
く
て
前
章
ゼ
述
，
へ
た
如
き
7
メ

H
カ
産
業
資
本
白
確
立
の
槙
粁
と
な
っ
た
餓

遣
の
創
設
、
愛
展
は
、
如
斯
、
州
、
連
邦
政
府
の
千
あ
つ
い
援
助
と
外
資
心
導
入
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
可
能
と
怠
っ
た
と
と
が
知
b

れ
る
ゼ
あ
ろ
う
。

吉
亡
、
南
北
戦
守
以
前
に
は
、
工
業
は
未
だ
企
図
的
企
業
と
は
な
ら
ず
、
そ
り
資
金
調
達
は
多
く
地
方
的
で
あ
っ
た
凶

と
の
時
に
官

り
大
規
模
な
安
本
を
要
し
た
銭
道
は
、
政
府
、
公
共
闘
閣
の
資
金
援
助
を
仰
い
だ
己
と
土
越
の
如
く
で
あ
っ
た
か
、
こ
れ
と
同
時
に
、

金
図
的
に
資
本
を
求
め
る
己
と
か
必
要
で
あ
っ
た
。
即
ち
と
の
耳
、
巨
額
D
株
式
稜
行
を
み
た
が
、
乙
れ
を
企
図
に
配
給
し
、
史
資
を

呼
ぶ
こ
と
が
必
要
と
せ
ら
れ
、
こ
己
に
取
引
所
心
機
能
は
著
し
く
増
進
し
た
@
己
れ
と
共
に
取
引
所
金
利
用
し
、
詮
採
の
危
険
と
損
失

を
民
家
に
特
嫁
し
つ
コ
、
モ
の
資
力
を
膨
一
服
し
て
行
く
一
詳
の
投
機
業
者

1
株
式
仲
買
商
の
出
現
を
み
た
。

三一

O
年

z
c
r
i担当
W
P
E

ロ
ロ
品
E
E
銭
道

2
2
5
F
円
。
巴
可
己
嫌
涯
の
前
身
U

が
最
初
の
銭
道
株
と
し
て
取
引
に
上
場
さ
れ
て
以
来
、
銀
法
詮
券
の
買
占
め
、
空

取
引
は
出
ー
ら
]
]
田
町
。
且
を
指
導
し
た
と
川
い
わ
れ

ho
査
し
鍛
道
は
薗
内
の
開
護
に
至
要
な
る
こ
と
が
判
然
と
し
、
園
出
郊
の
鷲
展
を
賭
け

る
に
は
餓
道
設
券
が
最
も
有
利
で
あ
る
と
考
え

b
れ
た
か

b
て
あ
る
。
次
白
断
片
的
資
料
は
、

2
0者
〈

2
r
株
式
取
引
所
の
溌
展
じ
、

一
二
七
年
恐
慌
直
前
に
お
け
る
銭
道
株
の
窪
頭
を
示
す
一
指
担
問
と
な
る
。



午

仲
良
商
の
敷

一
日
平
均
取
引
株
数

次

一
八
一
七

。

戸、

O 

ブL

戸、

七

J、
A 

戸、

O 

一、

0
c
c

一
八
四
八

五、

0
c
c

1835年3月15日出来高

|五 五一両~tlI9I<O干l

5コ1

250 

25 

O 
C 

ハ
C
C

East Rivcr Insur:l.nCe 

Manbattan Gas C:omp 129M" 
Mohmvk Railroad 126 

J amaica Railroad 189 

United Statcs Bι口k 112};j' 

Union Eank 122 

Delaw:lTc & Hud回目 112}.{ 

Harkm Ruilroau 104)4' 

Dry D口ckllank 150 

か
か
る
鍛
道
株
む
上
場
は
外
図
資
本
の
銭
道
詮
容
へ
の
投
資
の
刺
戟
と
な
り
、
経
っ
て
外
資
心
臓
入
機
関
と
し
て
闘
際
金
融
業
者
D

支
臨
領
域
の
拡
大
に
寄
興
し
た
己
と
は
い
う
ま
J

し
も
な
い
。
こ
む
と
と
は
後
章
て
誼
べ
る
が
、
こ
こ
に
注
意
す
ベ
き
は
株
式
仲
買
商
人

の
一
中
か

b
A公
開
市
場
て
銭
道
合
祉
白
株
式
を
買
入
れ
餓
道
舎
一
肱
の
支
配
を
獲
得
す
る
と
と
に
よ
ワ
て
、
帥
側
道
合
祉
を
内
部
か
ら
操
縦
し
、

計
書
的
に
投
機
利
得
を
獲
得
す
る
4
4
が
現
わ
れ
た
こ
と
、
わ
け
で
も
一
八
五

O
年
以
降
、
最
初
白
自
信
屯
互
己

OH
た
る

]
2
0
y
r
E
O

む
敗
返
り
後
を
う
け
、
ロ
E
E
]
巴
E
F
F
E
]寸
dZF
守
〕
『
の
E
E
等
白
大
ず
筋
が
現
わ
れ
る
宅
、
彼
等
に
よ
っ
て
銀
法
倉
祉
の
経
瞥
は

全
く
投
機
的
利
得
獲
得
の
視
角
か

b
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
己
h
乙
で
あ
る
d

而
し

τ、
そ
の
最
も
ド
ラ
マ
テ
ッ
ク
左
表
現
は
六
八
年
心

即
日
銭
道
白
日
午
奪
戦
に
そ
の
頂
黙
を
見
出
す
J

こ
と
が
で
き
町
内
u

営
時
白

7
メ
リ
カ
の
一
此
曾
的
腐
敗
と
結
び
フ
く
、
多
く
り
屑
を
ひ
そ
む

鋪
道
業
に
お
け

Q

狗
占
形
成
工
乙
投
資
金
融
付

第
七
十
三
巻

九

第

量走



錨
遣
業
に
お
け
る
潤
占
形
成
と
投
資
品
融
け

柄銘

第
イ
十
一
ニ
怨

I'B 

C 

ノ、
回

策

室克

ベ
き
一
一
湿
り
諸
事
件
が
、
本
質
的
に
は
投
機
利
得
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
起
っ
た
と
と

は
、
決
し
亡
怪
し
む
に
足
り
た
い
で
あ
ろ
う
@

鋪
道
株
が
如
何
に
計
霊
的
な
故
機
利
相
刊
の
針
象
と
な
っ
た
h

引
は
、
代
表
的
危
餓

道
合
祉
大

O
紅
白
衣
の
株
債
務
到
の
指
擦
が
こ
れ
を
物
詩
人
u
d

邸

内

刊

日

時

同

町

田

市

〆

悶

竹

時

国

崎

盟

国

引

田

叩

引

田

町

出

沼

田

町

回

日

間

山

部

但

町

田

町

田

株慎重き動

最低最前

69.Gl 

58.'(9 

53.50 

47.28 

3G.33 

37.77 

67.86 

87.04 

101.54 

E生85

79.80 

G6.28 

63.47 

71.00 

72.35 

65.09 

66.29 

m

H

旬

乃

廿

問

問

刊

m
m
m
回

出

初

出

町

制

印

「
一
八
八

O
年
に
一
斗
均
一
七
四
ド
ル
で
賀
b
れ
た
株
債
は
八
五
年
に
は
僅
か
一
一
二

ド
ル
に
す
ぎ
た
か
っ
た
L

が
、
己
れ
を
上
掲
表
白
如
く
主
要
株
と
一
位
債
の
「
礎
化
の

跡
と
比
較
す
る
と
き
、
投
機
の
規
模
口
更
に
明
瞭
と
な
ろ
う
u

(

以
下
別
抗
)
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